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1.は じめに
日本語教育実践研究(5)(担 当 小宮 干鶴子教授)の 実習クラスは早稲田大学 日
本語教育研究セ ンター設置の別科 日本語専修課程r日 本語6A」(中級後期～上級 レベ
ル)だ った。
クラスの学生総数は14人で、出身国は、カザフスタン1人 、韓国6人 、タイ2人 、
ドイヅ2人 、中国1人 、香港2人 、男女別では、男性2人 、女性12人 であった。
教科書は全10ユ ニットか ら構成され、鎌田修他(1998)r生きた素材 で学ぷ中級か
ら上級への日本語』(ジャパンタイムズ)を 教科書 として使用 していた。各ユニッ トは
r読む前に」r読んでみよう」r読んだあとで」r重要表現」r文法 ・語彙練習」という
順序で提出されていた。授業では 「読む前に」「読んでみようゴ「重要表現」「文法 ・発
展練習」「読んだあとで」の順で進み、発展的な内容の読解の後に作文の導入を行って
いた。
その中で、語彙の説明をするr重 要語」、読解に入 る前の導入r読 む前 に」、読解後
の 「作文」の実習を4人 の院生が担当したが、今回のレポー トでは、筆者が担 当した
「作文」の実習にっいて述ぺたい と思 う。
2.調査概要
2,1日本語6Aの 作文指導
作文指 導の際には、授業で扱 うユニ ヅト1～9に っいて各ユニ ッ トで400字～800
字の課題作文を課 し、ユニッ ト9で は600字の作文を課 した。
作文指 導の流れとしては、導入→記述→提 出→添削→返却 となって いる。その中で、
授業中に行 うのは話 し合いを中心 とした導入、記述の最初までである。残 りは宿題で
提出は数 日後 となっていた。その後、教師が添削 してから作文を返却す る。
2,2ユニ ット9の作文テーマ
ユニ ッ ト9の作文テーマはr私 の大切な人」 とした。ユニヅ トgr読 んでみよう」
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のテーマがr閉 じている?日 本の子供』 というもので、日本の子供が家族や地域社会
な どに対 して閉 じている気がするという内容だった。また、その後にある 「読んだあ
とで」の話題が 「日本人は親 よりも友達に相談をする」という内容だったので、これ
らと関連 した作文を書いて もらうためである。
r読んだあとで」の文章で出てきたr人 間関係」r友人関係」r親子関係」 という言
葉 を取 り入れつつ・誰にで も身近 に感 じるテーマにしなければならないと先生か らア
ドバイスをいただいた。そ こで、親、友達、先生な ど、書ける人の範囲を広げて、先
に述ぺたテーマに決定 した。また、r一番大切な人」というテーマも考えたが、r一番
大切な人」について他の人に言いた くない人や複雑な家庭環境の人に とっては、プラ
イバ シーにかかわる問題が出て くる可能性があったので、「大切な人」というようにし
て、自由に話 し合った り、書いた りできるように配慮 した。
3、ワークシー トの作成
3,1『筍題f乍成
①r大 切 な人」はだれか?②r大 切」 とは何か?③ どうして大切なのか?と いう大
きな問題3っ をは じめに考えた。①～③の答えは、作文を書 く人によってそれぞれ異
なるので、その3つ の項目を明確 して、作文の構成 をしっか りすることで・作文を説
得力のあるものにできると考えたためである。
はじめはそのまま問題にしていたが、最終的には、①の問題 を出す前に、私たちの
周 りにはた くさんの人がいることを自覚させ るように した。さらに、②は抽象的で難
しいので再検討 した。③に関する問題も、例をつ けてイメージが湧 きやすいように工
夫 し、最終的には、【表1】 の5問 の問題 を作成 した。
【表1】 ワークシー トの問題
間題1 あなた の周 りには、た くさんの人が いて、様 々 な人 間関係が存在 します.例 えば親子 関係 や、
友人 関係などがあ ります.そ の 他に も先生や近所 の人、 位事の 同僚 な とが います 。あなた の
大切 な人は誰ですか。
間題2 あな たが 「大切 」 とい う言葉 を使 う ときは どん な時 ですか。
問題3 と うして・ その人の ことをr大 切 』だ と感 じま したか 。(例1悩 み を相談 で きる・ な ど)
聞題4 どん な時にその人の ことをr大 切 だ」 と思 いま したか?そ の時 の話 を書いて 下さ い。
間題5 「大切 な人」に、 どん な言葉 をか けたいで すか。
3.2.ねらい
院 生には 、 ワー クシー トと一緒 にrね らい 」を 書い た資料 も添付 した。 問題 の答 え
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を導 くために、適切な質問を して学生の話 を膨 らませる時 もある院生に、問題の意図
を伝えることで、話 し合いが効果的に行われることを期待 して作成 した。
【表2】 ワークシー トのね らい
テーマ 誰 にで も身近 に感 じられ る話題で、 友人や親 、子供な と、誰 のこ とで も書 け るように した。
問題1 自分 の周 りにはた くさん の人 が いるこ ヒを 認識させて から、作 文 の話題 の中心 とな るr人 」 を決
め る。
問題2 人 によって 「大 切 」の捉 え方 が異な ると思 うので、それ ぞれの感 じる 「大 切 』が どの ような もの
か を意識化す る。
問題3 なぜ この作 文で 「その人 」を選 んだ のかを書 くことで、 自分に と って 「大 切 」とは とういう こと
か をよ り深 く考え る。
問題4 具体 的な場 面を思い 出 して、 とんな 時にその 人のこ とを 「大切 』 と感 じた か を書 くことで 、説得
力 のある作 文にす る。
問題5 作文 の最後 に、 自分がr大 切 な人』 のこ とを とう思 って いるのか を書 く・
4.作文導入の授業
当日は、小宮先生による 「読んだあ とで」の解説後、筆者が 「作文」の説明 を5分
程度行った。その後、他の院生3人 にも協力 してもらい、4グ ループに分かれて話 し
合いを行った。
説明では、私たちの周 りには、た くさんの人 がいるが、「大切な人」は、それぞれ
の人で異な り、その捉え方も各々で違 うという内容を伝えた。説得力のある作文にす
るために、ワークシー トを使用 して何 を書 くのかを大まかに決 めてから、他の人と話
し合い、意見交換 した後、作文を書 くように指示 した。
筆者の担当 したグループは、KYさ ん、MHさ ん、Nさ んの女性3人 だった。r誰の
ことが大切か」(問題1)と聞いたところ、3人 とも 「相談で きる人=大 切な人」だと思
っていた。その後、それぞれはr大 切』をどう捉えているのか(間題2)とい う質閤をし
たが、「読 んだあとで」の内容と混 同しているようだった。そこで、「人によって違っ
ていいんですよ。」 と言った ところ、Nさ んが 「じゃあ、私は部長が大切です。』 と言
った。それから彼女は、以前の仕事の上司について、グループの人に話 して くれた。
実習後に他の院生か ら聞いたところ、やは り同じところで混乱 している学生が見 ら
れたようだった。また、問題3と4を 一緒に した方が良かったのではないか、 とい う
意見が出たが、やは り分けてよかったという意見も出た。
5.作文に利用されたワークシー トの問題
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【表3】 作文に現れたワー クシー トの問題の答え
名 問題1 問題2 問題3 問題4 問題5 利用数
1 日 息子 x 人 生 で 一 番 す ば ら しい 『作
品 』。
之5歳の 時には新聞 が読めた。学
校1こ入ってからは 「博士』と呼ばれ
ている。
偉 い人 になるより幸 せ
な人になってほしい。
4
2 C 友達 X なぐさめてくれた。 辛 いことがあった時。 X 3
3 G 父と母 X 一縮に笑ったり頑張った。 初め てGが 歩いた時や話した時 。X 3
4 監 家族 X つらい、苦 しい時 に家 族が 支
えになる。
親 の電話で元気 になる時。 抱きしめたい。 4
5 JJ観 x いつも支えてくれるから。 冬の 着樹 が足 りなかった時、お金
がなかった時。
「愛 している』と言 いた
い。
4
6 JN大 学時
代に知
リ合った
人
家 族 と会 社 の 仕
事などを話 す時。
心 が安らぐ関 係。被 が 信頼で
きる、
スランプに陥った時。 X 4
7 KI父と母 x 辛くても努 力した。 家計 が苦しかった時。団 を生んだ
時片 目を失 明した時。
x 3
8 KY兄 いつも側 にい ると
感じさせる人 。
楓 気良く話を聞 いてくれた. 日本 に留字 して寂しくなった時。 仕事も恋も頑張って。 5
9 MA友達 話が 台い、互 いに
何 でも相 談できる
人。
彼 がいなくなったら損 だし、不
完 全な感じがする.
引越 しをして連絡 が 取れな(なっ
た時 。
x 4
m Mコホストフ
ァミリー
X 一轄に苦労 した。 自分を本 当 の家 族のように扱 って
くれた時。
X 4
1 MHお 父 さ
ん
X アルバ イトもせ ずにや りたいこ
とに集中できたし、悩 みも相談
できる。
お父さんに相 談したら、rびかっと
光が見える』という気分になる。
いつもお元気で私 が恩
返しできるように長 生き
してください。
4
2N 日 本 人
の上 司
x 位 事も人生 のことも教 えてくれ
た。
日本で維 もいなくてもそばにいてく
れる時。
ありがとうという言葉よ
り感醐する気持ちを表
す言葉がない.
4
提出された作文は14人 中12人 分だった。表を見 ると、4問 利用(利用率80.0%)8
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人、3問 利用(利用率60、0%)3人、5問(利用率100.0%)利用1人 で、4間利 用した学
生が最も多かった。また、問題利用率は問題1が100,0%、問題2が25.0%、問題3
が100.0%、問題4が100.0%、問題5が50,0%であった。作文の構成は問題1→ 問
題3→ 問題4の 構成 が多かった。
1さん、KIさんなど問題1で 複数の人を話題に していた。問題2は 、r大切」の定
義のはずだったが、 きちん とした答えは1つ もなかった。JNの 答えは定義になって
いなかった他、2人 はr大 切 な人」についての定義を していた。この反応は想像 して
いなかったことで、作文を書 く際の役に立っていなか ったため、失敗 した と思った。
半数の学生が、r間題5」 を参考にしていたが、1さんは言葉ではな くr抱きしめたい」
という行動を書 き、間題5を 使った作文の内容は感謝が4人(1さ んも含む)、激励1.
人、希望1人 だった。思ったとお りにならなかった所 もあったが・ どのような言葉 を
かけるかという周い(問題5)には多様な表現が見 られて、 とて も興味深かった。
6.終 わ りに
今回のレポー トでは、作文実習を行った際の過程 と、その実習を受けた学生がどの
ような作文を書いたのかを報告 した。
実習の教材を作成 する中で、個人的な話 をどこまで書 くのか というこ とについて、
常に配慮 しなければな らないことを改めて感 じた。今後 の課題 としては、作文を書 く
ための適切な問題を教材にで きるようにすることである。今回の教材では、間題2で
求め られている答えを1人 も書いていなかった。この問題はかえって学生の混乱を招
いて しまったかもしれない。
この実践と実習を通 して、作文指導をどのように行 うのかを体験することがで きて、
とてもよかったと思 う。ここで得た知識や体験を、将来に生か してい きたい。
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